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はじめに
　
元結には十七篇の銘が残されている。 「異泉銘」 「瀼溪銘」 「抔樽銘」 「抔湖銘」
「退谷銘」 「陽華岩銘」 「窊樽銘」 「朝陽岩銘」 「丹崖翁宅銘」 「七泉銘（潓泉銘・汸泉銘・
淔
泉銘・
𣷡
泉銘・涍泉銘・漫泉銘・東泉銘） 」 「五如石銘」 「浯渓銘」 「
台
銘」 「
𢈪廎銘」 「冰泉銘」 「東崖銘」 「寒泉銘」の十七篇である。その他に浯渓におけ
る銘として 中堂 右堂銘」があったが、伝わらな
（注１）
い。
　
市川桃子氏は「石と水との中に理想的為政者の持つ特性を発見し、そこに自然の
持つ価値を認めて詩文を作っている。言いかえれば、自然を借りて、理想的為政者像を詩的に表現しているのであ
（注２）
る。 」と指摘する。そして自然を対象とした作品が
多くなることの理由 中央において元載ら経済官僚が権力を手中にしたことに対する失望と、お れの政治的理想を実現できなかった道州における行政体験とを挙げてい 。　
市川氏の指摘のように、元結が中央の政治状況への失望感や行 体験における挫
折感を抱いており、その が奇怪な水石を対象とした詩文制作の一つの契機となったことは確かであろう。しかし例えば道州刺史の任にあった頃に制作さ
「石魚湖上作」 （巻三）の　
……………
　　
…………………
　
酔中一盥漱
　　
酔中一たび盥漱すれば
　
快意無比焉
　　
快意比する無し
　
金玉吾不須
　　
金玉吾須ゐず
　
軒冕吾不愛
　　
軒冕吾愛せず
　
且欲坐湖畔
　　
且く湖畔に坐し
　
石魚長相対
　　
石魚と長へに相対せんと欲す
といった表現には、政治状況への失望感よりも奇怪な岩石を称美する心情の方が強く表出している。石魚は、人間の富貴など取るに足りないものと思わせ ほど 圧倒的な存在感を持って、湖中に突出しているのである。わき上がる喜びがこの自適の空間を満たしてい
（注３）
る。
　
一方で、とりわけ銘の中には強い規諫の 、諷諭の意を込めた作品が存在してお
り、元結は決して奇怪な自然の中に自適しているのではなく、例えば白居易などと
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元結の文学における奇怪な水石を対象とした銘がある。これらの銘が、諷諭の作であることから語り手の感懐を表出したものへと変容していくことを明らかにした。キーワード：元結（
Y
uan Jie ）　
銘（
inscription ）　
諷諭（
the airs and odes ）
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は異なり、 「舂陵行」 「賊退示官吏」詩以後も、諷諭の視座を保ち続けていたことも明らかに窺え
（注４）
る。
　
元結の銘は道州刺史の時期以降に多く制作されているが、それは銘という文体が
当時の彼にとって最もふさわしいものであったからではなかったのか。本稿は、元結の銘を再考し、彼の文学におけるその位置づけを再検討した のである
一、諷諭としての銘
　
現存する元結の銘のうち最も早い時期のものと考えられるのは「異泉銘」 （巻六）
である。この銘は天宝十五載（七五六） 、則ち至徳元載から至徳二載（七五七）にかけての作と考えられ
（注５）
る。当時、元結は一族を率いて安史の乱を逃れ、猗玗洞に身
を潜めていた。
　
天宝十三年、春至夏甚旱、秋至冬積雨。西塞西南有迴山、
 山顚是秋崩坼、有
穴出泉。泉垂流三四百仞、浮江中可望。於戲、陰陽旱雨、時異。以至柔破至堅、事異。以至下処至高、理異。故命斯泉曰異泉、銘于泉上。其意豈独旌異而已乎。銘曰、
　
天宝十三年、春より夏に至り、甚だ旱し、秋より冬に至り積雨あり。西塞の
西南に迴山有り、山顚は是の秋に崩坼し、穴有りて泉出づ。泉は垂流すること三四百仭、江中に浮かびて望むべし。於戲、陰陽旱雨、時異なる。至柔を以て至堅を破るは 事異なる。至下を以て至高に処るは、理異なる 故に斯の泉に命けて異泉と曰ひ、泉上に銘す。其の意は、豈 独り異を旌すのみならんや。銘して曰く、
　
何故作銘
　　　　
何の故に銘を作り
　
銘于異泉
　　
異泉に銘する
　
為其当不可閼
　　
其の当に閼
ふせ
ぐべからざるべく
　
坼石出焉
　　　　
石を坼
さ
きて出づるが為なり
　
何用作銘
　　
何を用て銘を作り
　
銘于異泉
　　
異泉に銘する
　
為其当不可下
　　
其の当に下すべからざるべく
　
窮高流焉
　　　　
高きを極めて流るるがためなり
　
君子之徳
　　
君子の徳は
　
顕与晦殊
　　
顕と晦と殊なる
　
為此銘者
　　
此の銘を為る者は
　
忘道也歟
　　
道を忘るるならんや
　
この銘は、山の頂から岩を破って水が湧き出して飛瀑となってかかり、江中より
望めるほどであるという異常な現象を目の当たりにし、その湧出した流れに異泉と命名し、称美したものである。しかし序に「其意豈独旌異而已乎。 （其の意は、豈に独り異を旌すのみならんや。 ） 」とあるように、銘の意図する所は、 「至柔」 「至下」の水が、 「閼ぐべか ざる」 「下すべからざる」勢いを以て高 の石を破り湧出したことに君子の徳のあり方を賦与して称えること あった。　
君子の徳とは何かについて元結は言及していないが、同時期に制作された「虎蛇
頌」 （巻六）が、永王璘や玄宗を想起させることから ても、元結の視線は やはり時代の現実に向けられていると考えることができるであろう。　
天宝十五載（至徳元載）六月、潼関 守り 破れ、安禄山は都長安を占領し、玄
宗は蜀に蒙塵した。しかし、七月に太子亨が霊武で即位し、藩鎮の軍 結集して反乱軍に対抗し、翌二載九月には長安 回復されたのであった 元結は、乾元二年（七五九）の「時議三篇」 （巻六）の「時議上篇」において、当時の状況を次のように論じている。
　
往年逆乱之兵、東窮江海、南極淮漢、西抵秦塞、北尽幽都。今趙衛之疆、悉
為盗有、凶勇之徒在四方者、幾百余万。如屯守二京、従衛魁帥者不計。当時之兵、可謂強矣。当時人心、已不固矣。天子独以数騎、僅至霊武、引聚余弱、憑陵強寇。頓軍岐陽、師及渭西。曾不踰時、竟摧堅鋭、復両京 逃降逆類 悉収河南州県。
　
往年逆乱の兵、東のかた江海を窮め、南のかた淮漢を極め、西のかた秦塞に
抵り、北のかた幽都を尽くす。今趙衛の疆は、悉く盗の有するところと為り、凶勇の徒四方に在る者は、幾ど百余万たり。二京に屯守し 魁帥に従衛する者のごときは計らず。当時の兵 強しと謂ふべし 当時の人心、已に固ならず。天子独り数騎を以て、僅かに霊武に至り、余弱を引聚し 強寇に憑陵 。軍を
（3）
元結の銘について
─ 464 ─
岐陽に頓するや、師渭西に及ぶ。曾て時を踰えず、竟に堅鋭を摧き、両京を復し、逆類を逃降せしめ、悉く河南の州県を収む。
　
この「時議上篇」においては、肅宗が数騎を率いて霊武に至るや、 「余弱を引聚
し」て百余万の強大な賊軍を突き挫き、両京を回復したと言うのである。柔弱な水が防ぐことも下すこともできない勢いで山の頂から固い岩を突き破って流れ落ちる姿は、こうした時代状況の表象として理解することができるであろう。この銘は、強固な勢力を持ってはび る安禄山の軍を突き挫く王朝そのもの、肅宗の徳を称美していると解釈することができ 。同時期に制作された「虎蛇頌」 （巻六）が、永王璘や玄宗の を想起させるのと同じく、この銘もまた時代の状況に対峙して制作されているのである。　
また、乾元元年（七五八）制作の「瀼溪銘」 （巻六）も、瀼溪の「瀼」から「譲」
を想起し、渓谷に謙譲 徳 賦与し 称美し、 「譲 君子之道也（譲は、君子の道なり） 」として、謙譲 徳を失った現実を想起させ、世俗を戒めんとする諷諭の作であ
（注６）
る。
　
安史の乱を避けていた頃の 結の銘は、対象を称美することを通して、大乱に
よって騒然とした現実の姿を浮かび上がらせ 王朝を賛美し、あるいはその現実の中で道義を失って まった者たちを戒めようとする意図 込めて制作されて るのである。こうした諷諭の意識に基づいた表現 構造は、例えば『文体明弁』巻四十七に「要其体、不過有二。一曰警戒 二曰祝頌。 （其の体を要す に、二有 に過ぎず。一に曰はく警戒、二に曰はく祝頌。 ） 」とあ ように 「警戒」という銘の文体本来の表現様式に沿ったものであるということができ 。　
以後の元結の銘はこうした構造 ものが中心となっている。宝応元年（七六二） 、
元結は母の老いをもって著作郎のまま樊水 ほとりに退き、漫叟と号してい 。「抔樽銘」 「抔湖銘」 「退谷銘」 （ともに巻八） 三編がこの時期の銘であ 。ここでは 湖銘」を取り上げる。
　
抔湖、東抵抔樽、西侵退谷、北匯樊水、南涯郎亭。有菱有荷、有菰有蒲、方
一二里、能浮水。与漫叟自抔亭遊退谷、必泛此湖。以湖在抔樽之下、遂命曰抔湖銘曰、
　
抔湖は、東のかた抔樽に抵り、西のかた退谷を侵し、北のかた樊水に匯
めぐ
り、
南のかた郎亭に涯
きはま
る。菱有り荷有り、菰有り蒲有り、方一二里にして、能く水
に浮かぶ。漫叟と抔亭より退谷に遊べば、必ず此の湖に泛かぶ。湖は抔樽の下に在るを以て、遂に命けて抔湖と曰ふ。銘に曰はく、
　
誰遊江海
　　　　
誰か江海に遊び
　
能厭其大
　　
能く其の大なるを厭はんや
　
誰泛抔湖
　　
誰か抔湖に泛かび
　
能厭其小
　　
能く其の小なるを厭はんや
５故曰人不厭者
　　
故に曰はく人として厭はざるは
　
君子之道
　　　　
君子の道なりと
　
於戲
　　
於戲
　
人不厭之
　　
人となり之を厭はず
　
死雖千歳
　　
死して千歳と雖も
10其行可師
　　
其の行は師とすべし
　
可厭之類
　　
厭ふべきの類は
　
不独為害
　　
独り害を為す みならず
　
死雖万代
　　
死して万代と雖も
　
独堪汚穢
　　
独り汚穢に堪へんや
15或問作銘
　　
或ひと問ふ
　
銘を作り
　
意尽此歟
　　
意は此に尽くるかと
　
吾欲為人厭者
　　
吾
　
人と為り厭ふ者は
　
勿泛抔湖
　　　　
抔湖に泛ぶこと勿からしめんと欲
　
この銘は抔湖を称美しつつ、君子のあり方を称えるとともに、君子に対置される
「為人厭者（人と為り厭ふ者） 」を戒めるものである。抔湖は方一二里に過ぎないが、菱、荷、真菰、蒲もあり、そこに遊べば、倦むことを忘れる湖であるという。元結はこの湖に遊んで厭うことがないということを君子の道として称える。 『論語』「述而」に、
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子曰、黙而識之、学而不厭、誨人不倦。何有於我哉。
　　
子曰はく、黙して之を識り、学びて厭はず、人を誨へて倦まず。何か我に有
　　
らんや、と。
とあり、また「顔淵」に
　
子張問政。子曰、居之無倦 行之以忠。　
子張政を問ふ。子曰はく、之に居りて倦むこと無かれ。之を行ふに忠 以て
せよ、と。
とあるように、厭うこ なく学び、倦むことなく人を教えるのが君子であり、政治を執るに当たっては、倦むことなく政務に勤しむのが君子のあり方であった。 「為人厭者（人と為り厭ふ者） 」 は、政に倦む者を指すのであり、さらに言えば「漫論」 （巻八） いう、規則や因襲を守ることにのみ汲々とする「規検大夫、持規之徒」と考えるこ ができるであろ 。 の銘は、中央の官僚 対するアイロニーに満ちた戒めとなっているのである。　
道州刺史の任にあった頃の作品のうち、 「七泉銘」 （巻十）の「潓泉銘」 「
𣷡泉銘」
「淔泉銘」も、中央の官僚への戒めを意図した銘で 。このうち「淔泉銘」 取り上げる。　
曲而為王
　　
曲にして王と為り
　
直蒙戮辱
　　
直にして戮辱を蒙る
　
寧戮不王
　　
寧ろ戮せられて王たらずとも
　
直而不曲
　　
直にして曲な ざれ
　
我頌斯曲
　　
我斯の曲
くま
を頌し
　
以命淔泉
　　
以て淔泉と命く
 
　
将戒来世
　　
将に来世を戒めんとす
　
無忘直焉
　　
直を忘るる無れ
　
元結は流れに「淔泉」と名付け、たとえ殺戮され汚辱を被ろうとも「直」を忘れ
てはならないと、人臣たるもののあり方を述べて戒める作品で、 「将戒来世（将に来世を戒めんとす） 」 （第七句）と、世俗に対する厳しい戒めの意図が激越に表出されている。顔真卿の元結墓碑銘が「皇家忠烈、義激、文武之直清臣也（皇家の忠烈、義激、文武の直清の臣なり） 」と称えるように 「直」は、元結が生涯にわたって保ち続けた価値観であった。　
元結の銘は、本来、対象を称美することを通して諷諭の意を寓する様式として選
択されたものであった である。　
こうした構造は、次に挙げる「寒泉
（注７）
銘」 （巻十）にも見ることができる。
　
湘江西峰直平陽江口、有寒泉出於石穴。峰上有老木寿藤、垂陰泉上。近泉堪
維大舟。惜其蒙蔽、不可得見、踟蹰行循。其水本無名称也。為其当暑大寒、故命曰寒泉。銘曰、
　
湘江の西峰は平陽江の口に直り、寒泉の石穴より出づる有り。峰上に老木寿
藤有り、陰を泉上に垂る。泉に近く大舟を
維するに堪ふ。其の蒙蔽して、見
るを得べからざるを惜しみ、踟蹰行循す。其の水本名称無きなり。其の暑に当たりて大いに寒なるが為の故に命けて寒泉と曰ふ。銘に曰はく、
01於戲寒泉
　　
於戲寒泉
　
瀛瀛江渚
　　
瀛瀛たる江渚
　
堪救渴暍
　　
渴暍を救ふに堪ふるも
　
人不之知
　　
人
　
之を知らず
05時当大暑
　　
時
　
大暑に当たり
　
江流若湯
　　
江流
　
湯のごとし
　
寒泉一掬
　　
寒泉
　
一たび掬すれば
　
能清心腸
　　
能く心腸を清らかにす
　
誰謂仁恵
　　
誰か謂はん
　
仁恵
10不在茲水
　　
茲の水に在らずと
　
舟檝尚存
　　
舟檝すら尚ほ存す
　
為利未已
　　
利を為すこと未だ已まず
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酷暑の中にあって冷たく流れる泉を称美する銘である。元結は、酷暑のなかに
あって、人知れず冷たく流れる泉を、人々の「心腸を清らかにす」るものとして仁恵の徳を賦与し（第一句～第十句） さらに舟を繋ぐこともできるのであるから、その利は尽きない（第十一句、十二句）と感嘆する。この仁恵の徳は、そ まま為政者の持つべき資性であって、この寒泉は為政者のあ べき姿の象徴として形象されている である。　
元結には容州刺史の任にあった大暦三年（七六八）に制作された「冰泉銘」とい
う作品もあり、序に泉を称して「清而甘 寒若冰。在盛暑之候、蒼梧之人得救渇。（清にして甘、寒なること冰のごとし。盛暑の候に在りて、蒼梧 人渇を救ふを得たり。 ） 」という。こ 「冰泉銘」も同じ構造 作として位置づけることができよう
二、自己表出としての銘
　
厳しい規諫の銘を制作する一方で、道州刺史時代 銘 は、対象を称美し、自ら
の感懐を表出することに叙述の中心がある作品が見られるようになる。例えば、対象となる水石の世界を称美し、そこに老いんとする思い 述べる「陽華岩銘」 （巻九）がそうであ
（注８）
る。
　
道州江華県東南六七里有回山。南面峻秀、下有大岩、岩当陽端。故以陽華命之。
吾遊処山林幾三十年。所見泉石、如陽華殊異而可家者、未也。故作銘称之。県大夫瞿令問、藝兼篆籀、俾依石経、刻之岩下。銘曰、
　
道州江華県の東南六七里に回山有り。南面峻秀にして、下に大岩有、り、岩
陽端に当たる。故に陽 を以て之に命く。吾山林に遊処すること幾三十年なり見る所の泉石、陽華のごとく殊異にして家すべき者は、未し。故に銘を作りて之を称す。県大夫瞿令問、芸は篆籀を兼ぬれば、石経に依りて 之を岩下に刻せしむ。銘曰はく、
　
九疑万峯
　　
九疑の万峯も
　
不如陽華
　　
陽華に如かず
　
陽華嶄巉
　　
陽華
　
嶄巉たり
　
其下可家
　　
其の下家すべし
05洞開為岩
　　
洞開けて岩を為し
　
岩当陽端
　　
岩は陽端に当たる
　
岩高気清
　　
岩高く気清く
　
洞深泉寒
　　
洞深く泉寒し
　
陽華旋回
　　
陽華
　
旋回すれば
10岑巓如闢
　　
岑巓
　
闢くがごとし
　
溝塍松竹
　　
溝塍の松竹は
　
輝映水石
　　
水石に輝映す
　
尤宜逸民
　　
尤も逸民 宜しく
　
亦宜退士
　　
亦た退士に宜し
15吾欲投節
　　
吾
　
節を投じて
　
窮老於此
　　
此に窮老せんと欲す
　
懼人譏我
　　
人
　
我を譏るを懼る
　
以官矯時
　　
官を以て時に矯
たが
ふと
　
名跡彰顯
　　
名跡の彰顯
20醜如此為
　　
此くのごとく為すを醜づ
　
於戲陽華
　　
於戲陽華
　
将去思来
　　
将に去らんとして来らんことを思ふ
　
前步卻望
　　
前み步み卻き望み
　
踟躕徘徊
　　
踟躕徘徊す
　
永泰二年（七六六） 、道州刺史の任にあった時に制作された銘である。元結は、
九疑山の峰々も陽華には及ばず、切り立った岩の下は住居を構えるによいと言い（第一句～第四句） 、続けて、冷たい泉の流れる深い洞の出口の南に高く清浄な岩があり、周囲をめぐれば峰々が開けてくるようで、松や竹が映えている、と陽華岩のすばらしさを称える（第五句～第十二句） 。そして「尤宜逸民、亦宜退士（尤も逸民に宜しく、亦た退士に宜し） 」 （第十三 十四句）と、この世界を「逸民」や「退士」に相応 い地であ と て 官を辞し ここに老い いと願う だが（第十五、十六句） 、しかしそれは叶わぬ望みであり、立ち去りかねて徘徊するのである（第二十一句～第二十四句） 。
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この銘には、世俗に対する諷諭や厳しい規諫の表現は見られない。ただ陽華岩へ
の称美と、ここに留まることのできぬ思いが吐露されるのみである。　
また、次に挙げる「丹崖翁宅銘」 （巻九）にも同様 感懐が表出されている。　
零陵瀧下三十里、得丹崖翁宅。有唐節者、曾為瀧水令、去官家於崖下、自稱丹
崖翁。丹崖、湘中水石之異者、翁、湘中得道之逸者。愛其水石、為之作銘。銘曰、
　
零陵瀧下三十里、丹崖翁の宅を得たり。唐節なる者有り、曾て瀧水の令と為
り、官を去りて崖 に家し 自ら丹崖翁と稱す。丹崖は、湘中の水石の異なる者にして、翁は、湘中の道を得るの逸なる者なり。其の水石を愛し、之が為に銘を作る。銘に曰 く
　
瀧水未尽
　　
瀧水
　
未だ尽きず
　
瀧山猶峻
　　
瀧山
　
猶ほ峻なり
　
忽見淵洄
　　
忽ち見る淵洄り
　
丹崖千仞
　　
丹崖
　
千仞なるを
05磳磳
　　
磳磳たる丹崖
　
其下誰家
　　
其の下誰か家す
　
門前断舟
　　
門前に断舟あり
　
籬上釣車
　　
籬上に釣車あり
　
不知幾峰
　　
知らず
　
幾峰か
10為其四墉
　　
其の四墉を為すを
　
竹幽石磴
　　
竹は石磴に幽にして
　
泉飛戸中
　　
泉は戸中に飛ぶ
　
怪石臨淵
　　
怪石
　
淵に臨み
　
石顚
　　
たる石顚あり
15何得石顚
　　
何をか石顚に得ん
　
翁独酔眠
　　
翁独り酔眠す
　
吾欲与翁
　　
吾翁と与に
　
東西茅宇
　　
茅宇を東西にせんと欲す
　
飲
終老
　　
飲
して老いを終へんとせば
20翁亦悦許
　　
翁も亦た悦びて許さん
　
世俗常事
　　
世俗の常事
　
阻人心情
　　
人の心情を阻む
　
徘徊崖下
　　
崖下に徘徊し
　
遂刻此銘
　　
遂に此の銘を刻す
　
丹崖は、零陵の南にある崖であり、ここには丹崖翁を名乗る、嘗ての瀧水令で
あった唐節の家があった。元結は、大暦二年（七六七）春、衡陽から道州へ帰る途中、丹崖翁の宅に宿った。その時に制作されたのがこの銘である。　
翁の住まいは、四方を山に囲まれ、戸の中まで泉流の飛沫がかかり、怪異な石が
淵に臨むようにある世界であった（第一句～第十句） 。その中につややかな石があり、そのいただき に翁が酔って眠 ている（第十四 ～第十六句） 。元結はこの怪奇な水石に囲まれた世界 中 自適の生活をしている老翁とともに、自らもこの世界に老いんとする思いを表出する。しかし「世俗常事、阻人心情（世俗 常事、人の心情を阻む） 」 （第二十一、二十二句）とあるように 自らは道州刺史の任にあるのであり、もとよりそれはかなわぬこと ると、こ 世界 身を置くことのできない自身の姿をかえりみつつ、崖のもとを徘徊す であ 二 一句～第二十三句） 。　
この銘には諷諭の意識は希薄であり、丹崖翁の宅のたたずまいを称美し、自己の
感懐を表出することが中心となっている。こ し 自己表出の り方は、むしろ詩によって表現され にふさわしい。同時 制作された「宿丹崖翁宅
｣
詩（巻三）を
見てみ う。
01扁舟欲到瀧口湍
　　
扁舟到らんと欲すれば瀧口湍し
　
春水湍瀧上水難
　　
春水の湍瀧
　
水を上ること難し
　
投竿来泊丹崖下
　　
竿を投じ来りて丹崖の下に泊し
　
得与崖翁尽一歓
　　
崖翁と一歓を尽くすを得たり
05丹崖之亭当石顚
　　
丹崖の亭は石顚に当たり
　
破竹半山引寒泉
　　
竹を破
わ
り山に半ばして寒泉を引けば
　
泉流掩映在木杪
　　
泉流
　
掩映して木杪に在り
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有若白鳥飛林間
　　
白鳥の林間に飛ぶがごとき有り
　
往往随風作霧雨
　　
往往にして風に随ひて霧雨 作り
10湿人巾履満庭前
　　
人の巾履を湿して庭前に満つ
　
丹崖翁
　
愛丹崖
　　
丹崖の翁
　
丹崖を愛し
　
棄官幾年崖下家
　　
官を棄て幾年か崖下に家する
　
児孫棹船抱酒甕
　　
児孫
　
船に棹さして酒甕を抱き
　
酔裏長歌揮釣車
　　
酔裏
　
長歌して釣車を揮ふ
15吾将求退与翁遊
　　
吾将に退くを求め 翁と遊び
　
学翁歌酔在魚舟
　　
翁に学びて歌酔して魚舟に在らんとす
　
官吏随人往未得
　　
官吏人 随へば往くこと未だ得ず
　
卻望丹崖慙復羞
　　
卻りて丹崖を望み慙ぢ復た羞づ
　
詩は、まず舟で瀟水を溯ることができず、丹崖の下に停泊し、翁と歓びを尽く
すことができたことを語る（第一句～第四句） 。続いて翁の宅の様子のうち、特に空中高く懸けられた竹から水が流れ落ちる様子を描写していく（第五句～第十句） 。この水のたたずまいは元結の好んだ形象であった。第十一句から第十四句は、丹崖の翁の日々 生活を描く。翁は子供や孫に舟を進ませ、自分は酒を飲んでは、歌をうたって、リールを操るのであった。元結は、この丹崖の翁の住ま とそ 日々に限りない憧憬を抱き、ともに過ごそうとす のであるが、自らは世俗に身を置く者であることを思い、丹崖の翁に対して恥じ入るばかりなのである と感慨を表出する（第十五句～第十八句） 。　
「丹崖翁宅銘」と「宿丹崖翁宅」 を比較すると、表現の基本的な視座は同一で
あることがわか 。 『文体明弁』にいう、 「警戒」 「祝頌」のう の「祝頌」の銘が、自らの感懐を表出す 自己表出 様式へと変容しているのであ 。これが元結 銘の特色である。
おわりに
　
元結は、晩年、浯渓を購入して居を定め、 「浯渓銘」 「
台銘」 「
𢈪
廎銘」のいわ
ゆる三吾銘を制作した。この三篇は、前節で検討した自己表出 しての銘である。その特色については、拙稿で「浯渓におけ 銘が明らかにする は、浯渓が、自ら
が見いだし、自らの所有する世界であり、世俗との対峙を通して構築された自適の空間であったということである」と指摘し
（注９）
た。
　
「浯渓銘」においては、
　
命曰浯渓
　　
命けて浯渓と曰ひ
　
旌吾独有
　　
吾が独り有するを旌す
と、浯渓は自らが命名した自らの渓谷であることが宣言されている。浯渓の外には時俗の世界があり、 「有畜憤悶与病於時俗者（憤悶を畜ふる 時俗に病るると有る者） 」 （ 「
台銘」序）は、浯渓に遊び、怪奇な水石の中で自らの憂悶や疲れを癒や
すことができるので った。こう 適 空間の構築を可能にしたのは漫叟としての視座であったと考えられ
）（（
（注
る。
　
漫叟は、あるいは体制外にある者の視座から「舂陵行」を制作し、あるいは中央
の因襲や統制に対して、それにとらわれぬ者としての気概を示し、また奇怪な水石によって構築された太古の純朴な世界に遊んだのであった。そ て、 表現の営みによって彼の憂愁は癒やされていたのであり、そ あり方は決して、例えば中唐の詩人達の「吏隠」という言葉によっては括ることのできないも であっ
）（（
（注
た。
（注１）桂多蓀著『浯渓志』 （湖南人民出版社
　
二〇〇四）には、
｢ 右堂銘」は、三
字のみなお読むことができるが、名文は摩滅して読むことができない、といい、 「中堂銘」はどこにあったのかも不明という。
（注２）市川桃子「元結「舂陵行」考─詩人の文学精神と政治理念との関わりを中
心に─」 （ 『東方学』第六十集
　
一九八〇） 。
（注３）こうした表現の構造については、拙稿「元結の詩文におけ 水石への志向
について」 （ 『日本 国学会報』第四十三集
　
一九九一）において明らかにし
た。
（注４）拙稿「元結の詩文における浯渓と「大唐中興頌」 」 （ 『中国文化』第六十四
号
　
二〇〇七） 、拙稿「元結の「舂陵行」と「賊退示官吏」について」 （ 『千
葉大学教育学部研究紀要』第四十五巻
　
一九九七年） 。
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（注５）孫望氏は、 『元次山集』では「疑天寶十五載（即至徳元載）作。 」と注する
が、 『元次山年譜』 （三十頁）では、天宝十三載（七五四）に編年している。また、楊承祖氏は、異泉は猗玗洞の側にあったとし、天宝十五載もしくは至徳二載の作とする（ 『元結研究』国立編訳館主編出版
　
二〇〇二） 。序の「西
塞」が黄石市の西の西塞山を指すとすれば、この銘の制作年は、元結が安史の乱を避けて猗玗洞（黄石市）にあった至徳元載から翌二載にかけての作とする が妥当であろう。
（注６）拙稿「元結「大唐中興頌」の解釈をめぐって」 （ 『中国文化』第六十四号
　
二〇〇六） 。
（注７）孫望氏は「疑大暦五年六年（公元七七〇至七七一）間家浯渓時作。 」 （ 『元
次山集』中華書局
　
一九六〇）とする。また、桂多蓀氏は、 「此銘顕為別処
寒泉作」として、浯渓における作品ではないとしている。本稿では、 「湘江西峰」の語があることにより、道州刺史 任にあった以後の作品としておいた。
（注８） 「陽華岩銘」 「丹崖翁宅銘」については、拙稿「 結の詩文における浯渓
と「大唐中興頌 」 （ 『 国文化』第六十五号
　
二〇〇七）において論じたが、
論述の必要上再び取り上げる。
（注９）拙稿「元結の詩文における浯渓と「大唐中興頌」 」 。（注
10）拙稿「元結における「漫叟」の視座について」 （ 『千葉大学教育学部研究紀要』第五十七巻
　
二〇〇九）において漫叟の視座を明らかにした。
（注
11）楊承祖氏は「因為安史雖殄、戦乱未休、朝網不振、国事如麻、種種現実的限制、難免不興退思。但従随性自得観之、以有土之官 得吏隠之趣 絃歌郡治、觴詠楽成、未嘗不是忻悦円融的一大進境。 （ 『元結研究』 ）と述べ、吏隠の趣として解釈するが、そうした吏隠の趣をよしとす 心境では捉えきれないと考えられる。
